
令和 6年度 位相入門 I 小テスト No.1

　課程 　年生 学籍番号　 名前　

1 A,B,Cを空でない集合とする. 集合の等号の定義に従って

A ∩ (B ∪ C) = (A ∩ B) ∪ (A ∩ C)

を証明せよ. 同値変形による証明はここでは不可とする.

2 Aα, Bを空でない集合とする. ただし, α ∈ I で I は添え
字集合とする. このとき
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を集合の包含関係の定義に従って証明せよ.



3 X, Aα ⊂ Xを空でない集合とする. ただし, α ∈ Iで Iは
添え字集合とする. このとき
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を集合の包含関係の定義に従って証明せよ. ただし, Acと
はAの補集合で, Ac := X \ Aで定義されるものとする.

4 X,Y を空でない集合とし, f : X → Y とする. また,

Aα ⊂ X を空でない集合とする. ただし, α ∈ I で I は添
え字集合とする. このとき
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を集合の包含関係に従って証明せよ.



令和 6年度 位相入門 I 小テスト No.2

　課程 　年生 学籍番号　 名前　

5 E ⊂ R, n ∈ N, an, a ∈ Rとする. 次の命題の否定を論理
記号で書け.

(1) ∃K ∈ R s.t. ∀x ∈ E, x ≤ K.

(2) ∀ε > 0, ∃Nε ∈ N s.t. ∀n ≥ Nε, |an − a| < ε.

6 {an}, {bn}を数列とし an → α, bn → βを仮定する. この
とき, 次を ε-N 論法で証明せよ.

an − bn → α− β (n → +∞)

7 一般項が次のように与えられた数列 {an}の 0への収束を
ε-N 論法で証明せよ.

(1) an :=
1

n2

(2) an :=
1√
n
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nπ

2



8 x, y ∈ Rに対して

d(x, y) := |x− y|

と定義する. dはRの距離であることを示せ.

9 x, y ∈ R2に対して x = (x1, x2), y = (y1, y2)とおき,

d(x, y) := max{|x1 − y1|, |x2 − y2|}

と定義する (チェビシェフ距離, L∞距離).

(1) a = (4, 0), b = (4, 3), c = (2, 2)のとき d(a, b), d(b, c),

d(a, c)をそれぞれ求めよ.

(2) (R2, d)は距離空間であることを示せ.
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